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各処理後のジルコニア表面の結晶構造をＸ線回折装置にて分析した．       
次に，ジルコニアフレームに陶材を築盛・焼成した試験片の陶材とジルコニアとの接合強度を測定した．さらに，
曲げ試験後の試験片の破断面を電子顕微鏡にて観察するとともに，エネルギー分散型Ｘ線マイクロアナライザーに
てジルコニアと陶材の界面を元素分析した．  
 
 
 
結果 ： 
ジルコニア単層の曲げ強さはいずれの処理を行っても，１１００メガパスカル前後の高い値を示し，無処理のコン
トロールと有意差が認められなかった．また，曲げ弾性率もいずれの処理を行っても．300ギガパスカル前後の値を
示し，処理による有意差が認められなかった． 
焼結直後のジルコニア表層は正方晶のみだが，ダイヤモンドやシリコンカーバイドなどの研削操作による応力負
荷によって，一部単斜晶に相変態することが知られている．そこで今回，各処理後のジルコニア表層の単斜相の分
率，すなわち単斜相率を分析ソフトから算出した．焼結後にダイヤモンドホイールで研磨したコントロールで２．７パ
ーセント，さらにアルミナでブラスト処理すると増加して７．８パーセントの値を示した．単斜晶に相変態すると内部に
圧縮応力が発生し機械的性質が向上すると予測されるが，今回の実験では曲げ強さと曲げ弾性率には差が認めら
れなかった． 
一方，加熱処理のみ，アルミナブラスト処理後の加熱処理では単斜相は認められなかった． 
ジルコニアに陶材を築盛・焼成した試験片の接合強度は、いずれの処理でも，２５メガパスカル以上の値を示した． 
加熱処理とアルミナブラスト処理後に加熱処理したものは，３０メガパスカル以上の値を示し，無処理とアルミナブ
ラスト処理したものより有意に高い値を示した． 
 今回の実験では，いずれの試験片も一方の陶材末端部から陶材が徐々に剥がれていき，もう一方の陶材末端部
へ伝播していくという破壊様式を示した．また，ジルコニアと陶材の界面の元素分析を行ったが，ジルコニア側に陶
材成分，陶材側にもジルコニウムは認められなかった。 
考察 
  高強度・高靭性のジルコニアセラミッククラウンを作製する際，ジルコニアフレームに陶材を築盛・焼成する前処
理のルーティンとして行っている，アルミナブラスト処理後の加熱処理は陶材のジルコニアとの接合強度には影響を
及ぼさない事が明らかになった．また，陶材とジルコニアとの化学的な結合は認められず，機械的な結合が大きい
と考えられる。 
 
 
 
 
 
  
